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特別展「アマモ場の生きものたち 

～二色の浜を調べてみよう！～」の報告 
 

場所：貝塚市立自然遊学館多目的室 

期間：2015年 7月 25日～8月 31日 

 

現在、大阪府の海岸でアマモが自生する

最北端に位置するのが二色の浜です。かつ

て泉州地方の海岸では普通に見られたで

あろう海草ですが、昭和の高度成長期の頃

には、海が汚れ、アマモの姿もいつしか見

られなくなっていました。二色の浜でふた

たびアマモが確認されたのは、平成 17 年

になってからです（山田、2006）。大阪の

海の汚れも徐々に改善され、それを裏付け

るように泉州の海岸ではアマモ場が見ら

れるようになりました。 

アマモ場の中は、魚類やエビ類、貝類な

どさまざまな小動物のよりどころとなり、

またこれらの動物たちの産卵場所や稚魚

の生育場にもなることが知られています。

二色の浜のアマモ場には実際にどんな生

きものたちがいるのか、平成 26 年、27 年

の両年にわたり和田太一さんらと調べて

みた結果を主に紹介しました。 
 

 
展示の様子 

 

 展示の目玉となったのは 200㎝×70㎝

の水槽でのアマモ場の生態展示です。造波

装置を入れて、揺らめく波間にアマモが揺

らめく様子を再現し、チヌやヘダイの幼魚、

ヨウジウオなどを泳がせました。 

 アマモ場は多様な生息場所となってお

り、見つかった生きものを中心に写真パネ

ルで紹介しました。 
 

《アマモ葉上の生きもの》 

ウミナメクジ、モロハタマキビ、チグサガ

イ、マツモウミウシ、コマユミノウミウシ、 

ミドリヒラムシ 

《アマモ場内での生きもの》 

ヒメイカ、ブドウガイ、ツノバネミノウミ 

ウシ、タツノオトシゴ、オクヨウジ 

《アマモ場の海底の生きもの》 

サンショウウニ、サンショウウニヤドリニ

ナ、ネムグリガイ 

 

 

 

アマモの分布調査の結果についても紹

介しました。二色の浜でのアマモの被度を

調べる調査では、スキューバを使用して 6

ｍ×100ｍのライン上のアマモの生育の有

無を記録するベルトトランセクト法を行

いました。阪南市沿岸の分布調査は平成 18

アマモ展示水槽 
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年に上久保文貴 元当館館長が行った記録

です。 

 

 
阪南市のアマモを調べる上久保先生 

 

また、阪南市鳥取の波有手の浜に生える

アマモの 1年を追った絵本「波
ぼ

有手
う で

の海」

（前田ゆきみ作）が、今年 3月に発行されま

したので、この機に全頁をパネル展示して

紹介しました。 

陳列品としては、日本各地のアマモ場で

みられる代表的な貝など 12種の標本を児

嶋格さん、大古場正さんの協力で展示しま

した。 

特別展会場では常時放映として、二色の

浜のアマモ場で今年 7月に撮影した水中映

像を大型モニターで映しました。 

 ワークショップコーナーではアマモ場

の生きものスケッチ、ぬりえ、「竜宮の乙

姫さまになろう」衣装を準備し、参加者に

楽しんでもらいました。 

 

「竜宮の乙姫さまになろう」コーナー 
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